
問
重
要
な
地
域
資
源
で
あ

る
伝
統
文
化
は
、
担
い
手

不
足
や
資
金
不
足
に
よ
り

維
持
継
承
が
困
難
な
状
況

に
あ
る
。
特
に
高
山
祭
に

お
い
て
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
に
向
け
、

社
会
的
責
任
も
増
す
中
、

文
化
を
尊
重
し
た
上
で
、

人
員
、
資
金
、
シ
ス
テ
ム

等
、
多
角
的
な
視
点
で
維

持
支
援
策
を
拡
充
す
べ
き

で
は
。

答
国
内
外
の
評
価
が
更
に

高
ま
る
な
か
で
、
一
層
維

持
継
承
に
つ
い
て
の
負
担

が
増
す
事
が
懸
念
さ
れ
る
。

各
団
体
等
と
の
協
議
を
進

め
、
よ
り
良
い
支
援
策
を

検
討
し
て
い
く
。

問
国
の
「
生
涯
現
役
社
会

の
実
現
に
向
け
た
雇
用
・

就
業
環
境
の
整
備
に
関
す

る
検
討
会
」
報
告
書
が
出

さ
れ
た
。
市
に
お
け
る
高

齢
者
雇
用
・
活
躍
の
場
の

確
保
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
機
能
強
化
に
関
す

る
現
状
及
び
今
後
の
対
応

は
。
ま
た
非
常
勤
職
員
の

継
続
就
業
期
間
５
年
の
見

直
し
の
考
え
は
。

答
国
や
県
と
連
携
し
高
齢

者（
65
歳
以
上
）の
雇
用
・

就
業
環
境
を
さ
ら
に
整
え

る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
つ
い
て
も
継
続

し
て
支
援
す
る
。

　

市
非
常
勤
職
員
の
就
業

継
続
期
間
に
つ
い
て
は
見

直
す
予
定
は
な
い
。

問
大
規
模
開
発
事
業
等
に

お
け
る
紛
争
等
の
解
決
に

は
、
互
い
の
存
在
意
義
・

意
思
を
認
識
し
た
う
え
で

の
「
歩
み
寄
り
」
が
必
要

で
あ
る
。
美
し
い
景
観
と

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

条
例
に
、
岡
崎
市
等
が
取

り
入
れ
て
い
る
紛
争
調
整

制
度
を
取
り
入
れ
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

な
お
、
本
年
９
月
議
会

の
答
弁
に
お
け
る
、
事
業

者
の
当
事
者
責
任
に
よ
る

課
題
解
決
で
は
多
様
な
主

体
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
ル
ー
ル
と
し
て

不
備
が
あ
る
と
考
え
る
。

さ
ら
に
行
政
が
事
業
者
と

な
り
う
る
場
合
に
も
配
慮

す
べ
き
と
思
う
が
。

答
他
自
治
体
に
は
同
類
の

紛
争
調
整
制
度
が
存
在
し

魅
力
的
な
地
域
資
源
の

保
全
と
有
効
活
用
に
よ
っ

て
全
市
域
に
活
力
創
出

を
！

生
涯
現
役
活
躍
へ
の
対

応ま
ち
づ
く
り
条
例
で
の

紛
争
調
停
制
度

て
い
る
。
環
境
保
全
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
上
で

の
、
地
域
資
源
の
有
効
な

活
用
と
は
程
遠
い
状
況
に

あ
る
。

　

入
込
数
の
減
少
は
環
境

保
全
税
の
減
収
に
よ
る
保

全
費
用
の
減
少
や
、
体
験

に
よ
る
保
全
啓
発
効
果
の

縮
小
に
も
繋
が
る
。
環
境

保
全
を
前
提
と
し
た
段
階

的
な
規
制
緩
和
に
よ
る
利

用
推
進
策
に
早
期
着
手
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

限
定
的
な
緩
和
は
乗
鞍

岳
の
価
値
向
上
と
、
懸
念

さ
れ
る
支
所
地
域
の
活
力

創
出
に
も
繋
が
る
。

答
近
年
の
入
山
者
数
の
減

少
は
深
刻
な
問
題
と
し
て

受
け
止
め
て
い
る
。

　

ま
た
マ
イ
カ
ー
規
制
以

降
数
年
の
入
山
者
数
（
20

万
人
程
度
）
は
自
然
環
境

の
回
復
傾
向
か
ら
み
て
も

適
正
収
容
力
の
範
囲
内
と

考
え
ら
れ
、
提
案
の
手
法

も
踏
ま
え
関
係
機
関
と
共

に
、
自
然
保
護
と
地
域
振

興
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、

マ
イ
カ
ー
規
制
緩
和
の
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進

め
る
。

て
い
る
が
、
法
的
拘
束
力

を
持
た
な
い
制
度
の
創
設

は
考
え
て
い
な
い
。

問
お
も
て
な
し
の
心
遣
い

と
し
て
「
公
衆
ト
イ
レ
等
」

の
設
置
や
案
内
に
つ
い
て
、

特
に
市
街
地
東
地
区
と
、

登
山
届
箱
の
あ
る
山
岳
観

光
地
（
新
穂
高
・
焼
岳
登

山
口
界
隈
）
付
近
の
考
え

は
。

答
市
街
地
東
地
区
に
つ
い

て
は
既
存
ト
イ
レ
の
配
置

状
況
（
半
径
５
０
０
m
範

囲
）
か
ら
新
設
す
る
予
定

は
な
い
。
ま
た
、
消
防
団

車
庫
に
お
け
る
一
般
開
放

公
共
ト
イ
レ
な
ど
を
公
衆

ト
イ
レ
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
は
課
題
を
整
理
し
検

討
を
す
る
。

　

山
岳
観
光
地
で
は
特
に

新
穂
高
セ
ン
タ
ー
や
鍋
平

公
園
の
ト
イ
レ
利
用
を
優

先
し
、
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る

周
知
を
行
う
ほ
か
、
臨
時

仮
設
ト
イ
レ
で
の
対
応
を

検
討
す
る
。

お
も
て
な
し
の
心
や
安
心

が
伝
わ
る
観
光
地
づ
く
り

高
山
祭
の
維
持
・
継
承
に

つ
い
て

問
本
市
の
総
合
戦
略
に
も

あ
る
大
学
連
携
は
、
地
域

の
団
体
や
産
業
、
住
民
と

の
連
携
に
も
力
を
注
ぐ
べ

き
と
考
え
る
。

　

進
学
等
に
よ
り
一
時
的

に
失
わ
れ
る
若
者
人
口
や
、

市
外
へ
の
資
金
流
出
を
補

完
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、

若
者
が
ま
ち
に
溢
れ
、様
々

な
ア
イ
デ
ア
と
共
に
地
域

の
活
力
を
創
出
す
る
姿
に

期
待
を
よ
せ
た
い
。

答
学
生
が
地
域
に
滞
在
し

各
地
域
、
各
分
野
の
課
題

解
決
や
活
性
化
に
向
け
、

市
民
と
協
働
し
て
取
り
組

め
る
よ
う
、
施
策
の
よ
り

一
層
の
強
化
を
進
め
る
。

問
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

入
込
数
が
年
々
過
去
最
低

（
12
万
人
程
度
）を
更
新
し

生
涯
現
役
で
活
躍
し
続
け

ら
れ
る
雇
用
・
就
業
環
境

の
整
備

中
部
山
岳
国
立
公
園
乗

鞍
岳
の
環
境
保
全
と
活
用

に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
条
例
で
の
紛

争
調
整
制
度
の
取
り
入
れ

域
学
連
携
に
つ
い
て（
大

学
と
地
域
と
の
連
携
） 伊東 寿充  議員

谷村 昭次  議員

高山市議会ぎかいだより 第22号 8
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